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※本装置は、２線式電話端末設備用です。 

２線式電話端末設備以外に接続されますと、本装置や接続した機器が故障する場合がありますので、接続しないで下さい。 
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■１ 概要 

◇本ユニットは、電話端末設備に接続し、音声のやりとりを行う、電話端末インターフェースです。 

◇電話機等の電話端末設備を、加入者回線に接続することなく使用することができます。 

◇オプションのユニットを接続することにより、ＲＳ－２３２Ｃを使用し、ＡＴコマンド制御が可能になり、電話端末の操作を監視できます。 

◇電話端末設備の動作試験機や、簡易な構内交換機（ＰＢＸ）に応用することが可能です。 

 

■２ 特長 

◇日本の発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）に対応しています。 

◇設定の変更により、ＤＴＭＦエンコーダー／デコーダーとして使用できます。 

  （弊社で設定の変更を行なうときは、別途設定変更手数料が必要になります。） 

◇内部信号処理は８Ｋｓｐｓですが、信号入出力を４倍サンプリングすることで、高音域を改善しています。 

 

■３ 添付品 

 ＪＳＴ ＸＨＰ－１０ ・・・・・・・・・・ （ＣＮ２用ハウジング） ×１ 

 ＪＳＴ ＸＨＰ－８ ・・・・・・・・・・・ （ＣＮ３用ハウジング） ×１ 

 ＪＳＴ ＸＨＰ－７ ・・・・・・・・・・・ （ＣＮ５用ハウジング） ×１ 

 ＪＳＴ ＢＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ ・・・ （ＣＮ２・ＣＮ３・ＣＮ５用コンタクト） ×２７（予備 ２ 含む） 

 基板用スペーサー(10mm高) ・・・・・・ ×４  

 

■４ 仕様 

◇使用環境 

 動作温度範囲 ・・・・・・・・・・・・・－１０℃～５０℃（氷結および結露のないこと） 

 動作湿度範囲 ・・・・・・・・・・・・・５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

  定格電源電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ１２Ｖ 

  使用可能電源電圧範囲 ・・・・・・・・・ ＤＣ９Ｖ～ＤＣ１５Ｖ（ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＡ併用時は、上限ＤＣ１２Ｖ） 

  消費電流 ・・・・・・・・・・・・・・・ ０．１３Ａ以下（無負荷）、０．３Ａ以下（最大） 

◇回線部 

  標準無負荷回線電圧 ・・・・・・・・・・ ４４Ｖ～５３Ｖ 

  標準回線電流 ・・・・・・・・・・・・・ ５４ｍＡ～６６ｍＡ 

  音声通過帯域幅（－３ｄＢ） ・・・・・・ ３００～３４００Ｈｚ 

  標準リング（無負荷） ・・・・・・・・・ １６Ｈｚ、７０Ｖｒｍｓ 

  標準ダイヤルトーン ・・・・・・・・・・ ４００Ｈｚ、－１９ｄＢｍ 

 標準リングバックトーン ・・・・・・・・ ４００Ｈｚを１６Ｈｚで８６％変調、－２４ｄＢｍ 

  標準ビジートーン ・・・・・・・・・・・ ４００Ｈｚ、－２４ｄＢｍ 

  標準ナンバーディスプレイ信号 ・・・・・ －１５ｄＢｍ 

 ダイヤルパルスブレーク検知範囲 ・・・・ ３０ｍｓ～３８ｍｓまたは、５３ｍｓ～７７ｍｓ 

  ダイヤルパルスメーク検知範囲 ・・・・・ １４ｍｓ～１９ｍｓまたは、２８ｍｓ～４６ｍｓ 

  ダイヤルパルスポーズ検知時間 ・・・・・ ４５０ｍｓ以上または、６００ｍｓ以上（１０ｐｐｓ検知時） 
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◇ロジックインターフェース部（ＣＮ２の№２～９） 

  入力ローレベル電圧範囲   ・・・・・・ ０．０Ｖ～０．６Ｖ 

  入力ハイレベル電圧範囲   ・・・・・・ ２．４Ｖ～５．５Ｖ 

  入力プルアップ抵抗   ・・・・・・・・ １３ＫΩ（８ＫΩ～７０ＫΩ） 

  出力ローレベル電圧   ・・・・・・・・ ０．７Ｖ以下（２００μＡ負荷） 

  出力ハイレベル電圧   ・・・・・・・・ ２．１Ｖ以上（２００μＡ負荷） 

◇信号インターフェース部（ＣＮ３の№４～７） 

 送話入力飽和電圧 ・・・・・・・・・・・ ０．７Ｖｒｍｓ 

 送話入力インピーダンス ・・・・・・・・ ５０ＫΩ 

 送話入力ゲイン ・・・・・・・・・・・・ ４ｄＢ 

 受話出力許容バイアス電圧 ・・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 

 受話出力最大電圧 ・・・・・・・・・・・ １Ｖｒｍｓ、－３ｄＢｍ（６００Ω換算） 

 受話出力インピーダンス ・・・・・・・・ ６５Ω以下（３００Ｈｚ以上） 

◇制御入力部（ＣＮ５の№２） 

 入力ローレベル電圧範囲 ・・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．５Ｖ 

 入力ハイレベル電圧範囲 ・・・・・・・・ ２．７Ｖ～５．５Ｖ 

 入力プルアップ抵抗 ・・・・・・・・・・ ３．３ＫΩ±５％ 

◇ドライバー出力部（ＣＮ５の№４～７） 

 許容負荷電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ２４Ｖ 

 許容ＯＮ電流 ・・・・・・・・・・・・・ １００ｍＡ 

 ＯＮ抵抗 ・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 

 

◇基板寸法 ・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ７０ｍｍ×Ｄ５０ｍｍ×Ｈ１８ｍｍ（突起物は含んでいません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４－１】基板概観と寸法図 
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■５ コネクタの用途 

 

本ユニットには、図５－１に示す通り、用途別に各種コネクタが配置されています。 

ここでは各コネクタについて、名称とその詳細を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＣＮ１ ： 電源入力用ジャック 

・ＣＮ２ ： 制御入・出力用コネクタ  ※Ｓ１の設定により、表５－３、表５－４の通り、用途が変わります。 

・ＣＮ３ ： 信号インターフェイス用コネクタ 

・ＣＮ４ ： ファームウェア書き込み用コネクタ（使用しないで下さい） 

・ＣＮ５ ： 制御入力・情報出力用コネクタ   

・ＣＮ６ ： 電話端末設備接続用モジュラージャック 

 

 
表５－１ ＣＮ１ 電源入力用ジャック 

接点 信 号 名 備    考 

中心 プラス 
ＤＣ９～１５Ｖ φ２．１ＤＣジャック 

外側 ＧＮＤ 

 

 

表５－２ ＣＮ６ 電話端末設備接続用モジュラージャック 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１、２、５、６ 未接続  

３ Ｌ２ 電話端末設備へ接続 

４ Ｌ１ 電話端末設備へ接続 

 

 

【図５－１】コネクタ配置図 

ＣＮ６ 

ＣＮ２ 

ＣＮ３ 

ＣＮ５ 

ＣＮ１ 
ＣＮ４ 

1････6 

Ｓ１ 
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表５－３ ＣＮ２ マトリックス入力  <ディップスイッチＳ１の設定 №４：ＯＦＦ> 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ 電源出力 ＣＮ１のプラス側に接続されている  

２ スキャン入・出力０ ＲＯＷ０ ［ １，２，３，Ａ ］ 

３ スキャン入・出力１ ＲＯＷ１ ［ ４，５，６，Ｂ ］ 

４ スキャン入・出力２ ＲＯＷ２ ［ ７，８，９，Ｃ ］ 

５ スキャン入・出力３ ＲＯＷ３ ［ ＊，０，＃，Ｄ ］ 

６ スキャン入力４ ＣＯＬ０ ［ １，４，７，＊ ］ 

７ スキャン入力５ ＣＯＬ１ ［ ２，５，８，０ ］ 

８ スキャン入力６ ＣＯＬ２ ［ ３，６，９，＃ ］ 

９ スキャン入力７ ＣＯＬ３ ［ Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ ］ 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続する 

表５－４ ＣＮ２ シリアルインターフェース入・出力  <ディップスイッチＳ１の設定 №４：ＯＮ> 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ 電源出力 ＣＮ１のプラス側に接続にされている 

２ ＲｘＤ（受信データ出力） 

オプション（ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＡ）等を使用し、一般的なパソコンに接続する 

３ ＣＴＳ（送信許可出力） 

４ ＤＳＲ（送信データあり出力） 

５ ＤＣＤ（キャリア検出出力） 

６ ＲＩ（被呼検出出力） 

７ ＴｘＤ（送信データ入力） 

８ ＲＴＳ（送信要求入力） 

９ ＤＴＲ（データ端末準備完了入力） 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続する 

表５－５ ＣＮ３ 信号インターフェース 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ 電源出力 ＣＮ１のプラス側に接続にされている 

２ ＲｘＤ（受信データ出力） 使用しない 

３ ＴｘＤ（送信データ入力） 使用しない 

４ ＡＦＩＮ（送話入力） 電話端末に重畳する信号を入力する 

５ ＡＧＮＤ ＧＮＤに接続されている 

６ ＡＦＯＵＴ（受話出力） 電話端末からの信号を出力する 

７ ＡＧＮＤ ＧＮＤに接続されている 

８ 予備 使用しない 

表５－６ ＣＮ５ 制御入力・情報出力 

ピン番号 信 号 名 備    考 

１ ＤＣ３．３Ｖ出力 使用しない 

２ 電話端末呼出入力 ３．３ＫΩでプルアップしている 

３ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続 

４ 情報出力０(回線電流検知) オープンドレイン出力 
 
（ ）内は出荷時の設定 
後述の設定項目 

「ＣＮ５の№４～№７に出力する制御入出力や回線情報選択」で変更可 

５ 情報出力１(回線極性検知) 

６ 情報出力２(呼出信号検知) 

７ 情報出力３(ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾄｰﾝ検知) 

※COL：列 ROW：行 

２   

３   

４   

５ 

６   ７   ８   ９ 

※オプションKB-96とはストレート接続 
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■６ 出荷時設定での動作について 

本ユニットではＣＮ１より電源を供給、ＣＮ６に電話端末を接続後、回線成立操作を行うことにより電話端末機との通信が可能になります 

必要に応じて電話端末からの受話音の信号を取り出すことや、送話音の信号を回線に重畳することができます 

また、ＣＮ２をシリアル入出力設定することにより、ＡＴコマンド制御が可能となり、併せて電話端末の操作を監視することができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

◎発・着信の操作には ①ターミナルＰＣ、 ②マトリクスキーボード、 ③フックスイッチがあります 

 

①ターミナルＰＣとのシリアル入出力による動作 

 ＣＮ２をシリアル入出力インターフェースにするため、ディップスイッチＳ１の操作が必要です 
＜手順＞ 「設定モード」（№４ＯＮ）で「ＡＴ＆Ｆ１」を入力 → 「通常動作」（№４ＯＦＦ）に戻す 

 

＜電話端末からダイヤルを行う場合＞ 

電話端末  ＴＫ－７５９８  ターミナル 

オフフック →  → <DLE>t 

 ← ダイヤルトーン   

ダイヤル「１２３」 →  → <DLE>1<DLE>2<DLE>3 

 ← リングバックトーン → RING123 

極性反転   ← ATA 

   → VCON 

-----  通話中  ----- 

オンフック →  → <DLE>h 

＜ターミナルからダイヤルを行う場合＞ 

電話端末  ＴＫ－７５９８  ターミナル 

リング ←  ← ATD123 

オフフック →  → <DLE>t 

   → VCON 

-----  通話中  ----- 

   ← ATH 

   → OK 

ビジートーン ←  → BUSY 

オンフック →  → <DLE>h 

 ターミナルの表記は、■９ リザルトｺｰﾄﾞを参照してください 

回線電流 

回線極性 

呼出信号 

ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾄｰﾝ 

ＣＮ５ 

ＣＮ２ 

ＣＮ１ ＣＮ４ 

１０Ｐストレートケーブル 

Ｓ１ 

ACアダプター（ＤＣ１２Ｖ標準） 

ＣＮ６ 

ＲＳ-２３２Ｃインターフェースユニット 
（オプションＲＳ-２３２Ｃ９ＰＡ） 

ＣＮ３ 

送話入力（ＡＦＩＮ） 

受話出力（ＡＦＯＵＴ） 

【図６－１】基本接続 

電話端末 

ターミナルＰＣ 

マトリクスキーボード 

回線 

フ
ッ
ク
ス
イ
ッ
チ 

 

② マトリクス入力による動作 

ＣＮ２にオプションのマトリクスキーボード 

ＫＢ－９６を接続します 

（デフォルトでＣＮ２はマトリクスモード） 

・ 電話端末から呼出しを受けた場合は 

「＊」を押すと通話状態になります 

・ 電話端末を呼出す場合は 

電話番号を入力し「＃」を押すと呼出を 

開始します 

・ 通話を終了する場合は 

３秒以上「＊」を押し続けます 

 

③ フックスイッチによる動作 

ＣＮ５の№２をＧＮＤレベルにしている間 

電話端末を呼出すことができます 

この間に電話端末がオフフックすると 

通話状態になります 

［参考］②と③の動作について 

③ 

② 

①  
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（メモ） 電話端末と本機との回線接続動作を下記に示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回線電流：54～66mA 

Ｌ２ 
 
Ｌ１ 

400Hz連続音(ﾌﾟー )送出 

〈待機状態〉 

TK-7598 

ダイヤル受信 

接続処理 

接断処理 

 
 
 

〈待機状態〉 

応答信号 

回線電圧：44～53V 

Ｌ２ 
 
Ｌ１ 

〈電話端末を呼出〉 

TK-7598 

発呼信号 

 オフフック／ループ（閉） 

リング信号受信中に 
ＡＴコマンドでは「ATA」を入力 
マトリクスキーボードでは「＊」を押す 

〈電話端末からの呼出〉 

TK-7598 

待機中に 
ＡＴコマンドでは「ＡＴＤ」 を入力 
マトリクスキーボードでは「＃」を押す 

通 話 中 

回線接続中に 
ＡＴコマンドでは「ＡＴＨ」 を入力 
マトリクスキーボードでは３秒以上「＊」を押す 

回線電圧：5V位に下がる 

通 話 中 

★解説２ “電話端末からの呼出し”に対する動作 

オフフックすると回線にループが形成されます 

標準回線電流として 54～66mAの電流が流れます 

回線電圧は 5V程度まで下がります 

回線電流が 20mA程度以上でオフフックを検知し 

400Hzのダイヤルトーンを送信します 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ダイヤルを受信し終わるとリングを開始します 

併せてリングバックトーンの発生を行います 

・ 

リングを受けると、「ATA」の入力で通話状態になり 

ます（ＤＴＭＦ時は＊の入力） 

★解説３ “電話端末を呼出す”に対する動作 

発呼信号を感知するとリング信号を発生します 

16Hz交流信号で直流の約 48Vに重畳されます 

交流信号電圧は実行値で約 70V 

★解説４ “電話端末との通話終了”に対する動作 

オンフックすると「切断信号」を発し、話中音を送出します 

電話端末がオンフックすると「終話信号」を発し、待機状態に戻ります 

★解説１ “待機状態時の回線” 

標準負荷電圧として直流 44～53Vがかかっています 

 話中音 

オンフック／ループ（開） 

ダイヤルトーン 

ダイヤル 

リングバックトーン 

極性反転 

切断信号 

400Hz断続音(ﾌﾟー  ﾌﾟー ・・・)送出 

400Hzを 16Hzで変調した断続音 (ﾌﾟﾙﾙﾙ)送出 

 リング信号 

AC70V 16Hzの断続信号 

オンフック／ループ（開） 

オフフック／ループ（閉） 

（20mA程度以上でオフフック検知） 
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■７ 設定について 

本ユニットには、「ディップスイッチ設定」 と 「フラッシュメモリー設定」 があります。 

 

・「ディップスイッチ設定」には、表７－１に示すように出荷時設定選択と、設定モード選択があります。 

ディップスイッチの設定モード選択（№４）をＯＮにすると、フラッシュメモリー設定が可能になり、詳細設定を行なうことができます。 

 

・「フラッシュメモリー設定」を行うには、表７－３、表７－４、表７－５に示すように［ＡＴコマンド］による方法と、［ＤＴＭＦコマンド］に 

よる方法があります。 

［ＡＴコマンド］では、シリアルインターフェース入・出力にパソコンを接続して設定の変更や確認を行います。（図８－１） 

［ＤＴＭＦコマンド］では、電話端末設備からプッシュボタン操作で設定の変更を行います。（図１０－１） 

 

フラッシュメモリー設定には、起動時に使用する設定とは別に、コマンド操作で現在の設定を置き換えられる指定番号領域が 

１０領域あり、指定番号領域にコピー可能な設定（表７-３）と、コピーできない設定（表７-４）があります。 

“指定番号領域にコピー可能な設定”については、「■１１ 指定番号領域にコピー可能な設定について」をご参照下さい 

 

 

表７－１ Ｓ１ ディップスイッチ設定 

№ 機   能 備   考 

１ 出荷時設定選択 №１ 出荷時の設定に復元（ＡＴ＆Ｆまたは＃９０＊コマンド）を行った際、ＯＮ／ＯＦＦの組み合わせ 

で、復元する値が変わります。 

※指定番号領域１０と１～７のデフォルト値に対応しています。（詳細を表７－２に示します）              

２ 出荷時設定選択 №２ 

３ 出荷時設定選択 №３ 

４ 設定モード選択 ＯＦＦ：通常動作（デフォルト）、ＯＮ：設定モード 

※一度も設定の登録を行なってない場合、電源を入り切りする度に出荷時設定選択を反映します。 

※ＣＮ２の用途は、通常動作のときマトリックス入力になり、設定モードのときシリアルインターフェース入出力になります。 

 

 

表７－２ 出荷時設定選択 

設定番号 
Ｓ１ ディップスイッチ 極性 

反転 

ナンバー 

ディスプレイ 

信号 

レベル 

無負荷 

回線電圧 
回線電流 リング 備   考 

№１ №２ №３ 

１０ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 有 有 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ デフォルト 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 有 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ 内線（外線「０」発信） 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 無 無 標準 ２４Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ 〃 

５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 有 有 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 有 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

８ 選択不可 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ 内線（外線「０」発信） 

９ 〃 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ 代表的なＡＴ＆Ｔ 

※設定番号は、設定の登録や復元を行うコマンドで、指定番号領域を指定する番号です。 

（■１１ 指定番号領域にコピー可能な設定について をご参照下さい） 
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表７－３ フラッシュメモリー設定（指定番号領域にコピー可能な設定） 

用   途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド デフォルト 

信号発生時間を指定 ＡＴ！Ｅｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４１ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 表１１－１ 

信号発生周波数を指定 ＡＴ！Ｆｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４２ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 表１１－２ 

信号発生周波数の音量を指定 ＡＴ！Ｌｈｈ＝ｊｊ ＃４３ｋｋｊｊ＊ 表１１－３ 

内線信号発生機能を指定 ＡＴ！Ｎ＝ｄｄ ＃４６ｄｄ＊ 表１１－４ 

制御時間を指定 ＡＴ！Ｏｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４７ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 表１１－５ 

信号発生方法を指定 ＡＴ！Ｑｈｈ＝ｓ ＃４８ｋｋｓ＊ 表１１－６ 

回線電流を制御 ＡＴ！ＶＣｓ ＃５８ｓ＊ 表１１－７ 

ダイヤルスキップ機能を制御 ＡＴ！ＶＤｓ ＃５３ｓ＊    〃 

回線エコーキャンセル機能を制御 ＡＴ！ＶＥｓ ＃５０ｓ＊    〃 

ナンバーディスプレイ機能を制御 ＡＴ！ＶＮｓ ＃５１ｓ＊    〃 

ダイヤルパルス検知時間を制御 ＡＴ！ＶＰｓ ＃５４ｓ＊    〃 

回線極性反転機能を制御 ＡＴ！ＶＲｓ ＃５６ｓ＊ 表１１－７ 

第２ダイヤルトーンを制御 ＡＴ！ＶＳｓ ＃５７ｓ＊    〃 

無負荷回線電圧を制御 ＡＴ！ＶＶｓ ＃５９ｓ＊    〃 

送話入力ゲインを指定 ＡＴ＃ＳＰＫ１＝ｂｂｂ ＃６７ｂｂｂ＊ 表１１－８ 

※ＤＴＭＦコマンドは、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で行なう場合のコマンドです。 

※デフォルトは、出荷時設定選択によって変わります。 

 

 

 

表７－４ フラッシュメモリー設定（指定番号領域にコピーできない設定） 

用   途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド デフォルト 

コマンドのエコーを制御 ＡＴＥｓ  １ 

ＤＴＭＦ信号発生時間を指定 ＡＴＳ１１＝ｂｂｂ ＃００１１ｂｂｂ＊ １０ 

電話端末を呼出中の呼出音出力種別を指定 ＡＴＳ８０＝ｂｂｂ ＃００８０ｂｂｂ＊ ０ 

電話端末を呼出中の呼出音出力レベルを指定 ＡＴＳ８１＝ｂｂｂ ＃００８１ｂｂｂ＊ ０ 

電話端末から呼出中の呼出音出力種別を指定 ＡＴＳ８２＝ｂｂｂ ＃００８２ｂｂｂ＊ ０ 

電話端末から呼出中の呼出音出力レベルを指定 ＡＴＳ８３＝ｂｂｂ ＃００８３ｂｂｂ＊ ０ 

応答コード「ＲＩＮＧ」の書式を指定 ＡＴＷｓ  １ 

リザルトコードの書式を指定 ＡＴＸｑ  ３ 

ＣＮ５の№４～７に出力する制御入出力や回線情報を選択 ＡＴ！Ｄｑ＝ｃｃ ＃６０ｒｃｃ＊ 注１ 

設定用電話番号を指定 ＡＴ！Ｍｓ＝ｎｎ・・・ｎ ６ｔｅｅｎｎ・・・ｎ 注２ 

制御入出力（ＣＮ２）用途の変更 ＡＴ！ＶＦｉｉ ＃６１ｉｉ＊ ４ 

受話出力ゲインを指定 ＡＴ＃ＳＰＫ０＝ｂｂｂ ＃６６ｂｂｂ＊ ２４ 

ＤＴＭＦ信号の発生音量を指定 ＡＴ＃ＴＬ＝ｊｊ ＃８７ｊｊ＊ ０ 

電話番号メモリー登録 ＡＴ＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ 全て未登録 

 ※ＤＴＭＦコマンドは、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で行なう場合のコマンドです。 

注１） 「ｑ／ｒ」の値に対するデフォルトは、０：２７、１：３１、２：２８、３：３２ 

注２） 「ｓ／ｔ」の値に対するデフォルトは、０：４４４４（簡易設定用）、１：９９９９（詳細設定用） 
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表７－５ 制御コマンド 

用   途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド 

呼出応答 ＡＴＡ  

ダイヤル ＡＴＤｎｎ・・・ｎ  

話中音（ビジートーン）発生 ＡＴＨｓ  

情報確認 ＡＴＩｈｈ  

登録済みの設定に復元 ＡＴＺｄｄ ＃９９ｄｄ＊ 

制御出力１８～２１のＯＮ／ＯＦＦ ＡＴ！Ｗｑ＝ｓ ＃８ｒｓ＊ 

トーンやＤＴＭＦ信号の解析 ＡＴ＃ＶＴＡ  

トーンやＤＴＭＦ信号の発生 ＡＴ＃ＶＴＳｈｈ＝ｎｎ・・・ｎ  

出荷時の設定に復元 ＡＴ＆Ｆｓ ＃９０＊ 

現在の設定の登録 ＡＴ＆Ｗｄｄ ＃９１ｄｄ＊ 

トーンやＤＴＭＦ信号発生のキャンセル ＜ＣＲ＞のみを送る  

 ※ＤＴＭＦコマンドは、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で行なう場合のコマンドです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

コマンドで使用している英小文字は、変更可能な値を示しています。以下に、その種類と値の範囲を示します。 

 

ｎｎ・・・ｎ ０～９、＊、＃、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ （最大２８桁） 

ｓ  ０、１ 

ｔ  ０、１ 

ｑ  ０～３ 

ｒ  ０～３ 

ｄｄ  ００～１０ 

ｈｈ  ００～１５ 

ｋｋ  ００～１５ 

ｉｉ  ００～１９ 

ｊｊ  ００～２３ 

ｅｅ  ００～２８ 

ｃｃ  ００～４７ 

ｍｍ  ００～５９ 

ｇｇ  ００～５９ 

ｂｂｂ  ０００～２５５ 

ｕｕｕｕｕ ０００００～６５５３５ 

 

※特に指定がない限り「ｎｎ・・・ｎ」、「ｔ」、「ｒ」、「ｋｋ」、「ｅｅ」と「ｇｇ」を除いて、０は省略できます。 

 これらは変更可能な値であり、コマンドによっては、正常に動作する値の範囲があります。 
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■８ ＡＴコマンドで設定の場合 

ディップスイッチＳ１の№４をＯＮにし「設定モード」することで、ＣＮ２はシリアルインターフェース入出力になります。 

下図の通り、ＲＳ-２３２Ｃインターフェースユニット（ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＡ）を介してストレートケーブルでパソコンと接続し、ターミナルソフトを 

使用して各種設定の参照、変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ATコマンドとは 

ATコマンドは、米国Hayes社が開発したコマンド体系で、非同期端末用の自動発着信方式の一種です。 

コマンドの大部分が“AT”で始まるところからこう呼ばれています。 

 

本ユニットにおけるATコマンドの構成 

本ユニットにおけるATコマンドは、「コマンド」と「リザルトコード」から成り立っています。 

「コマンド」は、パソコンから本装置に対し動作を指示するときに使用します。 

「リザルトコード」は、本ユニットからパソコンに対するコマンド実行結果の報告や、着信の報告等に使用します。 

 

入力形式 

ATコマンドは次の形式で入力します。 

 A T   コマンド   CR   LF      ※ＬＦは省略可 

・文字は半角（英数字）を使用してください。 

・コマンドは、最大76文字まで入力できます。76文字を超えた場合はERRORをパソコンに返します。 

・複数のコマンドを連続して入力することもできます。 

・コマンドの中にはコマンドの後にパラメータを必要とするものがあります。このパラメータが省略された場合は、“0”とみなします。 

・CRは復帰文字でありコマンドの区切りを示します。復帰文字はＳ３レジスタで変更できますが、通常はそのままお使いください。 

・LFは省略できます。 

・LFは改行文字です。改行文字はＳ４レジスタで変更できますが、通常はそのままお使いください。 

・コードはアスキーを使用します。 

 

リザルトコード 

シリアルインターフェースで、コマンドを入力すると、コマンドに応じて、リザルトコードを返します 

各リザルトコードは、＜ＤＬＥ＞を除いて、前後にキヤリッジリターンキャラクタとラインフィードキャラクタを付加します。 

＜ＤＬＥ＞は、透過モード用制御記号で、キャラクタ値は１６（１６進数表記：１０Ｈ）を示します。 

詳細は■９ リザルトコードで解説します。 

【図８－１】ＡＴコマンドによる通信 

DC9～12V(max) 

10Pｽﾄﾚ ﾄーｹ ﾌーﾞﾙ 

D-sub9 ﾋﾟﾝコネクタ同士を 

ストレート接続してシリアル通信 

ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＡ（オプション） 

（ＲＳ－２３２Ｃインターフェースユニット） 

－ ＋ 

ＣＮ２ 

「設定モード」 №４  ＯＮ 

 

＜通信設定＞ 

・１１５２００ｂｐｓ 

・８ビット 

・パリティなし 

・１ストップビット 

・ＲＴＳ／ＣＴＳによる 

ハードウェアフロー
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本ユニットで使用する「ＡＴコマンド」について、その機能と設定を順次個別に解説します 

 

〇 設定はディップスイッチＳ１の№４のＯＮによる、「設定モード」で行います。 

〇 全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８-１ ＡＴコマンドによる設定項目と動作解説 

「項目」で、１本下線は指定番号領域にコピー可能な設定（表７-３）  

２本下線は指定番号領域にコピーできない設定（表７-４）、 

無下線は制御コマンド（表７-５）を表します 

 

項   目 コマンド 解   説 

呼出応答 Ａ 
電話端末からの呼出しに応答し、通話状態に移行する 

呼出中以外に応答したいときは、「ＡＴＨ１」を使用する 

ダイヤル 

Ｄ 電話端末を呼出しする 

電話端末が応答（オフフック）する前に、何かの文字を受信すると呼出を中止する 

電話端末の応答を検知すると、「ＶＣＯＮ」が返り、通話中になる 

・Ｄｎｎ・・・ｎ 

続くパラメータ（電話番号）で、電話端末を呼出す 

※ナンバーディスプレイを使用しない場合、パラメータは意味を持たない 

※パラメータは省略可能で、「－」は無視する 

・ＤＮ 

最後に呼出したパラメータで電話端末を呼出しする 

・ＤＳ＝ｍｍ 

予め、「ＡＴ＆Ｚ」で登録した電話番号メモリーを使用して、電話端末を呼出しする 

※Ｄの直後にＰを入れると、内線呼出信号（リング）を発生する 

例）ＡＴＤＰ０８２７２４００８１ 

Ｄｎｎ・・・ｎ 

 

ＤＮ 

 

ＤＳ＝ｍｍ 

コマンドのエコー制御 

Ｅ 
０：エコーを行わない 

１：エコーを行う（デフォルト） Ｅｓ  ［変更］ 

Ｅ？   ［確認］ 

話中音（ビジートーン） 

発生 Ｈｓ 

「ＡＴＨ１」で電話端末からの呼出しに応答し、通話状態に移行する 

「ＡＴＨ０」で通話を終了し、話中音（ビジートーン）発生を行う 

「ＡＴＨ１」は、「ＡＴＡ」とは異なり、電話端末のオフフック中、呼出中以前でも通話状態に 

移行する 

情報確認 Ｉ 

様々な情報を返す 

・Ｉ３  ファームウェアのバージョン情報を返す 

・Ｉ４  型式を返す 

・Ｉ８  ディップスイッチのＯＮ／ＯＦＦ状態を返す 

・Ｉ１２ 回線電流の平均値を［ｍＡ］単位で返す 

・Ｉ１３ 回線電圧の平均値を［Ｖ］単位で返す 

・Ｉ１４ 送話入力（ＡＦＩＮ）信号レベルの平均値を［ｄＢｍ］単位で返す 

ＤＴＭＦ信号発生時間 

Ｓ１１ 
範囲は７～２５５（０．０１秒単位）で、デフォルトは１０（０．１秒） 

※ＤＴＭＦ信号間のポーズ時間は、７～９で０．０６秒、１０以上は０．１秒 
Ｓ１１＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ１１？     ［確認］ 

 

特記事項 

上述の通り、設定はディップスイッチＳ１の№４をＯＮ（設定モード）で行いますが、ＯＦＦ（通常動作）でも行える設定があります。 

通常動作でシリアル通信が出来るため、ＡＴコマンドによるＰＣとのやり取りが可能になり、設定・変更しながら動作確認ができます。 

ＣＮ２をシリアルインターフェース入出力に設定するには「ＡＴ＆Ｆ１」か「ＡＴ！ＶＦ１６」コマンドで行います。 

＜手順＞ 

「設定モード」（№４ＯＮ）で 「ＡＴ＆Ｆ１」 または 「ＡＴ！ＶＦ１６」 を入力 → 「通常動作」（№４ＯＦＦ）に戻す 
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項   目 コマンド 解   説 

呼出音出力種別 

（リング時のＡＦ ＯＵＴ） 

Ｓ８０ 電話端末を呼出中に、呼出信号（リング）で、受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音の 

種別を指定 

０：無音（デフォルト） 

１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号 

４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号 

５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 

Ｓ８０＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ８０？     ［確認］ 

呼出音出力レベル 

（リング時のＡＦ ＯＵＴ） 

Ｓ８１ 電話端末を呼出中に、呼出信号（リング）で、受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音の 

レベルを指定 

範囲は０～１５ （０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、デフォルトは１０ （-１０ｄＢｍ） 
Ｓ８１＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ８１？     ［確認］ 

呼出音出力種別 

（リングバック時のＡＦ ＯＵＴ） 

Ｓ８２ 電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で、 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する際の呼出音の種別を指定 

０：無音（デフォルト） 

１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号 

４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号 

５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 

Ｓ８２＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ８２？     ［確認］ 

呼出音出力レベル 

（リングバック時のＡＦ ＯＵＴ） 

Ｓ８３ 電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で、 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音のレベルを指定 

範囲は０～１５ （０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、デフォルトは０ （０ｄＢｍ） 
Ｓ８３＝ｂｂｂ ［変更］ 

Ｓ８３？     ［確認］ 

応答コード「ＲＩＮＧ」の書式 

Ｗ ０：「ＲＩＮＧ」のみ 

１：「ＲＩＮＧ ダイヤル認識結果」（デフォルト） 

※「ＡＴ！Ｎ」コマンドによる内線信号発生機能が有効であれば、 

０：「ＳＲＮＧ」のみ 

１：「ＳＲＮＧ ダイヤル認識結果」になる 

Ｗｓ  ［変更］ 

Ｗ？   ［確認］ 

リザルトコードの書式 

Ｘ 
範囲は０～４（表９－１を参照）で、デフォルトは３ Ｘｑ   ［変更］ 

Ｘ？    ［確認］ 

登録済みの設定で復元 

Ｚ 「ｄｄ」は設定番号（０～１０） 

「ｄｄ」に０を指定すると、「起動設定領域」に登録済みの設定で復元 

「ｄｄ」に１～１０を指定すると、「指定番号領域」に登録済みの設定で復元 

簡易設定は、設定番号１～１０で復元を行い、設定番号０で登録（＃９１＊） 

を行うことを意味する 

※簡易設定で０をプッシュした場合、設定番号１０で復元を行う 

※電源投入時は、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行なう 

※全設定番号の設定が読み出され、指定した設定番号の設定を、現在の設定に複写 

Ｚｄｄ 

ＣＮ５の№４～№７に 

出力する制御入出力や 

回線情報を選択 
 

 

！Ｄ 「ｑ」 は対象番号、「ｃｃ」 は制御入出力や回線情報の選択番号 

●対象番号 

０：№４、１：№５、２：№６、３：№７ 

●選択番号 

１７：ＣＮ５の№２状態、１８：制御出力１８、１９：制御出力１９、 

２０：制御出力２０、２１：制御出力２１、２３：通話状態、２４：フック状態、 

２７：回線電流検知状態、２８：呼出信号検知状態(断続出力)、３１：回線極性、 

３２：コールプログレストーン※発生状態、３３：ダイヤル認識状態、 

３４：呼出状態、 ３５：話中状態、３７：トーン信号発生状態、 

３８：１秒周期（０．５秒間ＯＮ）、３９：２秒周期（１秒間ＯＮ） 

〇出荷時のＣＮ５の設定は、 

№４が 「回線電流検知状態」(選択番号27) 

№５が 「回線極性」(選択番号31) 

№６が 「呼出信号出力状態」(選択番号28) 

№７が 「コールプログレストーン※発生状態」(選択番号 32) 

※発信音(ﾌﾟー )、呼出音(ﾌﾟﾙﾙﾙ)、話中音(ﾌﾟー ﾌﾟー ﾌﾟー )の総称（日本では 400Hzの正弦波） 

！Ｄｑ＝ｃｃ ［変更］ 

！Ｄｑ＝？   ［確認］ 

№7 6 5 4  

CN5 
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項   目 コマンド 解   説 

信号発生時間 

！Ｅ 指定した信号発生時間番号の信号発生時間の設定を行なう 

「ｈｈ」は信号発生時間番号（０～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が信号発生時間 

信号発生時間は、４：４０ｍｓ、５：５０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 

時間番号 デフォルト ｍｓ  時間番号 デフォルト ｍｓ 

0 0   8 50 500 

1 0   9 25 250 

2 300 3000  10 25 250 

3 100 1000  11 13 130 

4 100 1000  12 0  

5 50 500  13 0  

6 100 100  14 30 300 

7 0   15 30 300 
 

！Ｅｈｈ＝ｕｕｕｕｕ［変更］ 

！Ｅｈｈ？      ［確認］ 

 

 

右の表は簡易版 

詳細は表１１-１参照 

信号発生周波数 

！Ｆ 指定した周波数番号の信号発生周波数の設定を行なう 

「ｈｈ」は周波数番号（０～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が信号発生周波数 

信号発生周波数は、３００：３００Ｈｚ、３０１：３０１Ｈｚ、・・・、３４００：３４００Ｈｚ 

※３２７６８を加えると、１／２の周波数になる 

例えば、１３３５に３２７６８を加えた３４１０３で指定すると６６７．５Ｈｚになる 

周波数番号

時間番号 

デフォルト Ｈｚ  周波数番号 デフォルト Ｈｚ 

0 400 400  8 400 400 

1 0 0  9 0 0 

2 400 400  10 400 400 

3 16 16  11 0 0 

4 400 400  12 0 0 

5 0 0  13 0 0 

6 16 16  14 2100 2100 

7 0 0  15 1300 1300 
 

！Ｆｈｈ＝ｕｕｕｕｕ［変更］ 

！Ｆｈｈ？      ［確認］ 

 

 

右の表は簡易版 

詳細は表１１-２参照 

信号発生周波数の音量 

！Ｌ 指定した周波数番号の信号発生周波数の音量の設定を行なう 

「ｈｈ」は周波数番号（０～１５）、「ｊｊ」が変更する信号発生音量 

信号発生音量は、０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、３９：－３９ｄＢ 

周波数番号 デフォルト dB  周波数番号 デフォルト dB 

0 19 -19  8 19 -19 

1 0 0  9 0 0 

2 24 -24  10 19 -19 

3 7 -7  11 0 0 

4 24 -24  12 0 0 

5 0 0  13 0 0 

6 4 -4  14 15 -15 

7 0 0  15 15 -15 
 

！Ｌｈｈ＝ｊｊ  ［変更］ 

！Ｌｈｈ？    ［確認］ 

 

 

右の表は簡易版 

詳細は表１１-３参照 

設定用電話番号 

！Ｍ 「ｓ」は用途番号、「ｎｎ・・・ｎ」が変更する設定用電話番号 

用途番号０：簡易設定用、デフォルトは「４４４４」 

用途番号１：詳細設定用、デフォルトは「９９９９」 
！Ｍｓ＝ｎｎ・・・ｎ ［変更］ 

！Ｍｓ？        ［確認］ 

内線信号発生機能 
！Ｎ 

０：内線信号発生機能は無効（デフォルト） 

１０：内線信号発生機能は有効・・・外線は「０」発信 ！Ｎ＝ｄｄ    ［変更］ 

！Ｎ？      ［確認］ 

指定した番号の制御時間 

！Ｏ 「ｈｈ」は制御時間番号（０～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する制御時間 

制御時間は倍率選択によって変わる（倍率選択コマンド：！ＳＴ） 

×１の場合   １：０．１秒、２：０．２秒、・・・、６５５３５：約１００分 

×１０の場合  １：１秒、２：２秒、・・・、６５５３５：約１８時間 

！Ｏｈｈ＝ｕｕｕｕｕ［変更］ 

！Ｏｈｈ？      ［確認］ 

指定した周波数番号の 

信号発生方法 

！Ｑ 「ｈｈ」は周波数番号（０～１５）、「ｓ」が変更する信号発生方法 

信号発生方法は、 

０：周波数１と周波数２を合成（加算） 

１：周波数１を周波数２で変調（乗算） 

！Ｑｈｈ＝ｓ  ［変更］ 

！Ｑｈｈ？    ［確認］ 

回線電流 
！ＶＣ ０：約２０ｍＡ 

１：約６０ｍＡ（デフォルト） 

※１を指定していても、回線電圧が２０Ｖを超えると、２０ｍＡになる。 
！ＶＣｓ   ［変更］ 

！ＶＣ？    ［確認］ 
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項   目 コマンド 解   説 

ダイヤルスキップ機能 

！ＶＤ ダイヤルスキップ機能を有効にすると、電話端末のオフフックで、直ちに 

通話状態に移行する 

０：ダイヤルスキップ機能は無効（デフォルト） 

１：ダイヤルスキップ機能は有効 

※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ナンバーディスプレイは、 

「サービス提供不可」を通知する 

！ＶＤｓ   ［変更］ 

！ＶＤ？    ［確認］ 

回線エコーキャンセル機能 

！ＶＥ 回線エコーキャンセル機能を有効にすると、送話入力（ＡＦＩＮ）の音声が、 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）に洩れにくくなる 

０：回線エコーキャンセル機能は無効（デフォルト） 

１：回線エコーキャンセル機能は有効 

！ＶＥｓ   ［変更］ 

！ＶＥ？    ［確認］ 

制御入出力（ＣＮ２）用途 

！ＶＦ ４：マトリックス入力（デフォルト） 

１６：シリアルインターフェース入出力 

※ディップスイッチによる用途変更か、「ＡＴＺ」コマンドを行なわないと、 

実際のＣＮ２の用途は変わらない 

！ＶＦｉｉ  ［変更］ 

！ＶＦ？    ［確認］ 

ナンバーディスプレイ機能 

！ＶＮ ０：ナンバーディスプレイ機能は無効 

１：ナンバーディスプレイ機能は有効（デフォルト） 
！ＶＮｓ   ［変更］ 

！ＶＮ？    ［確認］ 

ダイヤルパルス検知時間 

！ＶＰ ０：代表的なＮＴＴ交換機の検知時間（デフォルト） 

１０ｐｐｓと２０ｐｐｓ、何れも検知する 

１：代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間 

１０ｐｐｓのみ検知する 

！ＶＰｓ   ［変更］ 

！ＶＰ？    ［確認］ 

回線極性反転機能 

！ＶＲ ０：回線極性反転機能は無効 

１：回線極性反転機能は有効（デフォルト） ！ＶＲｓ   ［変更］ 

！ＶＲ？    ［確認］ 

第２ダイヤルトーン 

！ＶＳ 「１８４」か「１８６」をダイヤルした際、第２ダイヤルトーンの信号発生を 

行うか否かを指定する。 

０：第２ダイヤルトーンは無効 

１：第２ダイヤルトーンは有効（デフォルト） 

！ＶＳｓ   ［変更］ 

！ＶＳ？    ［確認］ 

無負荷回線電圧 

！ＶＶ ０：約２４Ｖ 

１：約４８Ｖ（デフォルト） 
！ＶＶｓ   ［変更］ 

！ＶＶ？    ［確認］ 

制御出力１８～２１の 

ＯＮ／ＯＦＦ状態 

！Ｗ 「ｑ」は対象番号、「ｓ」がＯＮ／ＯＦＦ状態 

対象番号は、 

０：制御出力１８ 

１：制御出力１９ 

２：制御出力２０ 

３：制御出力２１ 

ＯＮ／ＯＦＦ状態は、 

０：ＯＦＦ状態 

１：ＯＮ状態 

！Ｗｑ＝ｓ  ［変更］ 

！Ｗｑ？    ［確認］ 

対象ゲイン 

＃ＳＰＫ 「ｓ」は対象番号、「ｂｂｂ」が変更するゲインで、対象番号は 

０：受話出力（ＡＦＯＵＴ） 

１：送話入力（ＡＦＩＮ） 

範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で受話出力は２４（０ｄＢ） 

がデフォルト。範囲外の値に変更すると、ミュートになる 

※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなります 

＃ＳＰＫｓ＝ｂｂｂ ［変更］ 

＃ＳＰＫｓ？     ［確認］ 

ＤＴＭＦ信号の発生音量 

＃ＴＬ 
範囲は０～２３（０ｄＢ～－２３ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で 

デフォルトは、１０ （－１０ｄＢ） ＃ＴＬ＝ｊｊ ［変更］ 

＃ＴＬ？    ［確認］ 

トーンやＤＴＭＦ信号の解析 

＃ＶＴＡ 解析が有効な間、トーンやＤＴＭＦ信号を検知すると、解析した周波数と 

レベルを返す 

０：解析は無効（デフォルト） 

１：解析は有効 

＃ＶＴＡｓ  ［変更］ 

＃ＶＴＡ？   ［確認］ 
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項   目 コマンド 解   説 

トーンやＤＴＭＦ信号を発生 

 

 

 

オンフック（回線切断）中は 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）に、 

オフフック（回線接続）中は 

回線に、トーンやＤＴＭＦ信

号を発生する 

＃ＶＴＳ 

・＃ＶＴＳ＝ｎｎ・・・ｎ 【ＤＴＭＦ信号を発生する】 

 

 

・＃ＶＴＳ１＝ｈｈ，ｈｈ 【トーン信号を発生する】 

第１パラメータは信号発生時間番号、第２パラメータは信号発生周波数番号を指定する 

指定した周波数で、指定した時間、トーン信号を発生 

例） AT#VTS 1 = 2 , 2  

  信号発生時間番号（！Ｅ）、 

信号発生周波数番号（！Ｆ） 

がデフォルト値とした場合 

 

 

・＃ＶＴＳ２＝ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ 【デュアルトーン信号を発生する】 

第１パラメータは信号発生時間番号、第２、第３パラメータは信号発生周波数番号を指定する 

指定した２周波数を合成し、指定した時間デュアルトーン信号を発生  （合成時に歪むので、 

信号発生周波数番号に対応する信号発生音量を、－６ｄＢ以下にする必要がある） 

例） AT#VTS 2 = 2 , 0 , 1 5  

信号発生時間番号（！Ｅ） 

信号発生周波数番号（！Ｆ） 

がデフォルト値とした場合 

 

 

・＃ＶＴＳ３＝ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ 【複数回のトーン信号を発生する】 

第１、 第２パラメータは信号発生時間番号、第３パラメータは信号発生回数、第４パラメータは 

信号発生周波数番号を指定する。第１パラメータで指定した周期で、第２パラメータで指定した 

時間、トーン信号を発生し、指定回数繰り返す 

例） AT#VTS 3 = 2 , 5 , 5 , 2  

  信号発生時間番号（！Ｅ） 

信号発生周波数番号（！Ｆ） 

がデフォルト値とした場合 

 

 

・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，１，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ 【複数回のトーン信号を発生する】  

第１パラメータは信号発生回数、第２パラメータは周期、第３パラメータは発生時間、第４パラメー 

タは１、第５パラメータは信号発生周波数、第６パラメータは信号発生音量を指定 

「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、周波数と音量はメモリーを使用せず、任意指定できる 

例） AT#VTS 1 2 = 3 , 3 0 0 , 1 0 0 , 1 , 4 4 0 , 0   

 

 

 

 

・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，２，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ 【複数回のデュアルトーン信号を発生する】 

第１パラメータは信号発生回数、第２パラメータは周期、第３パラメータは発生時間、第４パラメー 

タは２、第５、第７パラメータは信号発生周波数、第６、第８パラメータは信号発生音量を指定する 

「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、合成する周波数と音量はメモリーを使用せず、任意指定で 

きる 

第５パラメータ の信号発生周波数は第６パラメータの信号発生音量、 

第７パラメータの信号発生周波数は第８パラメータの信号発生音量で合成する 

※合成時に歪むので、指定する信号発生音量を、－６ｄＢ以下にする必要がある 

例） AT#VTS 1 2 = 3 , 3 0 0 , 1 0 0 , 2 , 4 4 0 , 0 , 1 6 , 7  

 

 

 

 

400Hz   1300Hz合成 

3秒 

1秒 

３回発生 

440Hz 

3秒 

1秒 

３回発生 

440Hz   16Hz合成 

440Hz 

3秒 

3秒 

400Hz 

0.5秒 

５回発生 

3秒 
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項   目 コマンド 解   説 

つづき つづき 

・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，３，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｈｈ 

【複数回の振幅変調トーン信号を発生する】 

第１パラメータは信号発生回数、第２パラメータは周期、第３パラメータは発生時間、

第４パラメータは３、第５、第７パラメータは信号発生周波数、第６、第８パラメータは 

信号発生音量を、第９パラメータは変調バランスを指定する 

「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、振幅変調する周波数、音量と変調度を、 

メモリーを使用せず、任意指定できる 

第５パラメータの信号発生周波数は第６パラメータの信号発生音量、 

第７パラメータの変調周波数は第８パラメータの変調音量で振幅変調する。 

第９パラメータの変調バランスは、第８パラメータの変調音量に応じて、以下の組み 

合わせにする必要がある 

例） AT#VTS 1 2 = 3 , 3 0 0 , 1 0 0 , 3 , 4 4 0 , 0 , 1 6 , 7 , 6  

 

 

                         

 

 

 

 

 

 第８パラメータと第９パラメータの組み合わせ 

変 調 度 第８パラメータ 第９パラメータ 

８９％ ７ ６ 

８０％ ８ ５ 

７１％ ９ ４ 

５６％ １１ ３ 

４０％ １４ ２ 

 
・＃ＶＴＳＳ＝ｍｍ 

予め、「ＡＴ＆Ｚ」で登録した電話番号メモリーを使用して、信号の発を行なう 

出荷時の設定で復元 ＆Ｆｓ 
「１」を指定すると、通常動作がマトリックス入力ではなく、シリアルインターフェース 

入出力になる 

※通常動作で「ＡＴ＆Ｆ０」を行なうと、通信できなくなる 

現在の設定の登録 

＆Ｗ 「ｄｄ」は設定番号（０～１０） 

「ｄｄ」に０を指定すると、起動設定領域に登録を行なう 

「ｄｄ」に１～１０を指定すると、起動設定領域と指定番号領域に登録を行なう 

※現在の設定が、指定した設定番号の設定に複写され、全設定番号の設定が 

登録される 

※設定番号１０で登録した設定は、簡易設定では０をプッシュすると復元できる 

＆Ｗｄｄ 

電話番号メモリー 

＆Ｚ 「ｍｍ」はメモリー番号（０～５９）、「ｎｎ・・・ｎ」は電話番号 

※「－」は無視する 

※電話番号メモリーの扱いは、「ＡＴ！Ｇ」コマンドによるグループ番号によって変わる 

電話番号として扱うには、グループ番号を０～５にする必要がある 

出荷時の設定では、 

メモリー番号 ０～ ９がグループ番号０ 

メモリー番号１０～１９がグループ番号１ 

メモリー番号２０～２９がグループ番号２ 

メモリー番号３０～３９がグループ番号３ 

メモリー番号４０～４９がグループ番号４ 

メモリー番号５０～５９がグループ番号５ 

＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ 

［変更］ 

 

＆Ｚｍｍ？ 

［確認］ 

 

＆ＺＮ？ 

［最後に発生した信号の確認］ 

 

 

 ◆＜ＣＲ＞のみを送る 

  トーンやＤＴＭＦ信号発生中に、＜ＣＲ＞のみを送り、信号発生を中止します。 

  ＜ＣＲ＞は、改行制御記号で、キャラクタ値は１３（１６進数表記：０ＤＨ）を示します。 

100% 89% 

440Hz 
16Hz 

3秒 

３回発生 

1秒 

1秒 16回 
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■９ リザルトコード 

シリアルインターフェースで、コマンドを入力すると、コマンドに応じて、リザルトコードを返します。 
リザルトコードは、「ＡＴＸ」や「ＡＴＷ」コマンドで、返す文字が変わります。 
各リザルトコードは、＜ＤＬＥ＞を除いて、前後にキヤリッジリターンキャラクタとラインフィードキャラクタを付加します。 
＜ＤＬＥ＞は、透過モード用制御記号で、キャラクタ値は１６（１６進数表記：１０Ｈ）を示します。 

 

 ◆ＯＫ 

  コマンドを受け付けたときに返します。 

 

 ◆ＥＲＲＯＲ 

  未定義のコマンドや、コマンドの値の範囲を外れていて、受け付けなかったときに返します。 

 

 ◆ＲＩＮＧ／ＳＲＮＧ 

  電話端末からのダイヤル認識を終了し、リングバックトーンの発生に移行する直前に返します。 

  「ＡＴＷ」コマンドによる書式選択によって「ＲＩＮＧ」か「ＲＩＮＧ ダイヤル認識結果」形式になります。 

  「ＡＴ！Ｎ」コマンドによる内線信号発生機能が有効であれば「ＳＲＮＧ」か「ＳＲＮＧ ダイヤル認識結果」形式になります。 

※電話番号メモリーのメモリー番号０に電話番号を登録すると、発信回線電話番号として扱い、認識結果はメモリー番号０の番号になります。 

ただし、内線信号発生機能が有効で、内線発信を行った場合、認識結果はメモリー番号０の番号に「＊」が含まれるか否かで変わり、含

まれていれば「＊」以降の番号になり、含まれていなければ電話端末からのダイヤル認識結果になります。 

 

 ◆ＶＣＯＮ 

  電話端末からの呼出に応答したときと、呼出中に電話端末の応答を検知したときに返します。 

  「ＡＴＸ」コマンドによる書式選択（表８－１参照）によって「ＶＣＯＮ ・・・」形式に変わります。 

 

 ◆ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ 

  呼出中止または通話の終了を行なったときに返します。 

  「ＡＴＸ」コマンドによる書式選択（表８－１参照）によって「ＢＵＳＹ ・・・」形式等に変わります。 

 

 ◆ＮＯＲＭＡＬ ＭＯＤＥ 

  Ｘ３以上で、ディップスイッチ変更時、シリアルインターフェース入出力状態で通常動作になったときに返します。 

 

 ◆ＳＥＴＵＰ ＭＯＤＥ 

  Ｘ３以上で、ディップスイッチ変更時、シリアルインターフェース入出力状態で設定モードになったときに返します。 

 

 ◆ＰＡＵＳＥ 

  Ｘ４で、ダイヤル認識中、ダイヤルポーズを検知したときに「ＰＡＵＳＥ： 検知時間」を返します。 

 

 ◆ＴＯＮＥ 

  Ｘ４で、ダイヤル認識中、ＤＴＭＦ信号を検知したときに「ＴＯＮＥ： 検知時間，低群周波数（低群レベル），高群周波数（高群レベル）」を返し

ます。 

 

 ◆ＰＵＬＳＥ 

  Ｘ４で、ダイヤル認識中、パルスダイヤルを検知したときに「ＰＵＬＳＥ： ダイヤル速度，メーク率」を返します。 

 

 ◆ＡＮＬ 

  ＃ＶＴＡ１で、トーンやＤＴＭＦ信号を検知したときに「ＡＮＬ： 周波数１（レベル１），周波数２（レベル２）」を返します。 
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 ◆＜ＤＬＥ＞０、・・・、＜ＤＬＥ＞９、＜ＤＬＥ＞＊、＜ＤＬＥ＞＃、＜ＤＬＥ＞Ａ、＜ＤＬＥ＞Ｂ、＜ＤＬＥ＞Ｃ、＜ＤＬＥ＞Ｄ 

ＤＴＭＦ信号を検知したときに、検知したＤＴＭＦ信号に対応するキャラクタを、＜ＤＬＥ＞を付加して返します。 

電話端末からのダイヤル認識中は、ダイヤルパルスを検知したときも、パルス数に対応するキャラクタを、＜ＤＬＥ＞を付加して 

返します。前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 

 

 ◆＜ＤＬＥ＞ｔ 

  電話端末のオフフックを検知したときに返します。 

  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 

 

 ◆＜ＤＬＥ＞ｈ 

  電話端末のオンフックを検知したときに返します。 

  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 

 

 表９－１ リザルトコードと選択した書式の関係 

応 答 コ ー ド 内  容 Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ 

ＯＫ ＡＴコマンドの正常実行 ○ ○ ○ ○ ○ 

ＥＲＲＯＲ ＡＴコマンドのエラー ○ ○ ○ ○ ○ 

ＲＩＮＧ／ＳＲＮＧ 呼出信号の検知 ○ ○ ○ ○ ○ 

ＶＣＯＮ 通話の開始（呼出応答） ○ ○ ○ ○ ○ 

ＢＵＳＹ 通話の終了   ○ ○ ○ 

ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ 呼出中止または通話の終了 ○ ○ ○   

ＶＣＯＮ ＦＵＮＣＴＩＯＮ 機能設定条件による通話の開始（呼出応答）    ○ ○ 

ＡＴＤ ＳＴＯＰ 「ＡＴＤ」コマンドで呼出中に何かの文字を受信した    ○ ○ 

ＮＯＲＭＡＬ ＭＯＤＥ 通常動作になった    ○ ○ 

ＳＥＴＵＰ ＭＯＤＥ 設定モードになった    ○ ○ 

ＰＡＵＳＥ ダイヤル認識中、ダイヤルポーズを検知した     ○ 

ＴＯＮＥ ダイヤル認識中、ＤＴＭＦ信号を検知した     ○ 

ＰＵＬＳＥ ダイヤル認識中、ダイヤルパルスを検知した     ○ 

ＡＮＬ トーンやＤＴＭＦ信号の解析を行った      

 ※応答コード「ＡＮＬ」はＸの値に関係なく、＃ＶＴＡの値が１のときのみ返すことがあります。 ↑ 

ＡＴＸ３（デフォルト） 
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■１０ ＤＴＭＦコマンドで設定の場合 

ディップスイッチを「設定モード」にすると、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で設定変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１０-１ ＤＴＭＦコマンドによる設定項目と動作解説 

「項目」で、 

１本下線は指定番号領域にコピー可能な設定（表７-３）、 

２本下線は指定番号領域にコピーできない設定（表７-４）、 

無下線は制御コマンド（表７-５）を表します 

項   目 
ＤＴＭＦコマンド 

（対応するＡＴコマンド） 
解   説 

電話番号メモリー 

ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ 

 

（＆Ｚ） 

「ｇｇ」はメモリー番号、「ｅｅ」は桁数で、「ｎｎ・・・ｎ」が設定する電話番号 

※電話番号メモリーの扱いは、「＃６９ｍｍｉｉ＊」コマンドによるグループ番号によって変わる 

出荷時の設定では、 

メモリー番号 ０～ ９がグループ０、 

メモリー番号１０～１９がグループ１、 

メモリー番号２０～２９がグループ２、 

メモリー番号３０～３９がグループ３、 

メモリー番号４０～４９がグループ４、 

メモリー番号５０～５９がグループ５ 

例１） メモリー番号１８に「０８２７２４００８１」を登録する場合 

     １８１００８２７２４００８１ 

例２） メモリー番号１８を削除する場合 

     １８００ 

ＤＴＭＦ信号発生時間 
＃００１１ｂｂｂ＊ 

（Ｓ１１） 

範囲は７～２５５（０．０１秒単位）で、デフォルトは１０（０．１秒） 

※ＤＴＭＦ信号間のポーズ時間は、７～９で０．０６秒、１０以上は０．１秒 

 

  

・ディップスイッチＳ１の№４をＯＮにし、「設定モード」にします。 

・コマンド待機中は、“プルプル”音が出力されます。 

・コマンド入力が有効な間は、無音になります。 

・コマンドの受付が正常に完了すると、“ピー”音が出力され、再びコマンド待機中に戻ります。 

・コマンドの入力にミスがあるか、５秒間をおくと、“ブブブブブ”音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

※全てのコマンド操作は、「＃９１＊」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 

・設定が終了したらディップスイッチＳ１の№：４をＯＦＦに戻し「通常動作」にします。 

ＡＣアダプター 

Ｓ１ 

【図１０－１】 プッシュホンのＤＴＭＦによる設定 

プッシュホン 

「設定モード」 

№４  ＯＮ 
 

特記事項 

ディップスイッチの№４をＯＦＦに 

すると「通常動作」になりますが、 

ここで９９９９（設定用電話番号）を 

ダイヤルすることで、「設定モード」 

に移行することができます。 
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項   目 
コマンド 

（対応するＡＴコマンド） 
解   説 

呼出音出力種別 

（リング時のＡＦ ＯＵＴ） 

＃００８０ｂｂｂ＊ 

 

（Ｓ８０） 

電話端末を呼出中に、呼出信号（リング）で、受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音の 

種別を指定 

０：無音（デフォルト）、 

１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号 

４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号 

５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 

例１） 呼出音を４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号に変更する場合 

     ＃００８０１＊ 

例２） 呼出音を無音に変更する場合 

     ＃００８０＊ 

呼出音出力レベル 

（リング時のＡＦ ＯＵＴ） 

＃００８１ｂｂｂ＊ 

（Ｓ８１） 

電話端末を呼出中に、呼出信号（リング）で、受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音の 

レベルを指定 

範囲は０～１５ （０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、デフォルトは１０ （-１０ｄＢｍ） 

呼出音出力種別 

（リングバック時のＡＦ ＯＵＴ） 

＃００８２ｂｂｂ＊ 

 

（ｓ８２） 

電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で、 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する際の呼出音の種別を指定 

０：無音（デフォルト）、 

１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号 

３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号 

４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号 

５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 

例１） 呼出音を５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号に変更する場合 

     ＃００８２５＊ 

例２） 呼出音を無音に変更する場合 

     ＃００８２＊ 

呼出音出力レベル 

（リングバック時のＡＦ ＯＵＴ） 

＃００８３ｂｂｂ＊ 

（Ｓ８３） 

電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で、 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する際の呼出音のレベルを指定 

範囲は０～１５ （０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、デフォルトは０ （０ｄＢｍ） 

信号発生時間番号 
＃４１ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

（！Ｅ） 

指定した信号発生時間番号の信号発生時間の設定を行なう 

「ｋｋ」は信号発生時間番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が設定する信号発生時間 

信号発生時間は、４：４０ｍｓ、５：５０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 

※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できない 

信号発生周波数 

＃４２ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

 

（！Ｆ） 

指定した周波数番号の信号発生周波数の設定を行う 

「ｋｋ」は周波数番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が設定する信号発生周波数 

信号発生周波数は、３００：３００Ｈｚ、３０１：３０１Ｈｚ、・・・、３４００：３４００Ｈｚ 

※３２７６８を加えると、１／２の周波数になる 

例えば、１３３５に３２７６８を加えた、３４１０３で指定すると、６６７．５Ｈｚになる 

※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できない 

信号発生周波数の音量 

＃４３ｋｋｊｊ＊ 

 

（！Ｌ） 

指定した周波数番号の信号発生周波数の音量の設定を行う 

「ｋｋ」は周波数番号（００～１５）、「ｊｊ」が設定する信号発生音量 

信号発生音量は、０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、３９：－３９ｄＢ 

※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できない 

内線信号発生機能 
＃４６ｄｄ＊ 

（！Ｎ） 

０：内線信号発生機能は無効（デフォルト） 

１０：内線信号発生機能は有効・・・外線は「０」発信 

制御時間 

＃４７ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

 

（！Ｏ） 

指定した制御時間番号の制御時間の設定を行う 

「ｋｋ」は制御時間番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が設定する制御時間 

１：０．１秒、２：０．２秒、・・・、６５５３５：約１００分 

 ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できない 
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項   目 
コマンド 

（対応するＡＴコマンド） 
解   説 

信号発生方法 

＃４８ｋｋｓ＊ 

 

（！Ｑ） 

指定した周波数番号の信号発生方法の設定を行う 

「ｋｋ」は周波数番号（０～１５）、「ｓ」が設定する信号発生方法 

信号発生方法は、 

０：周波数１と周波数２を合成（加算） 

１：周波数１を周波数２で変調（乗算） 

※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できない 

回線エコーキャンセル 

＃５０ｓ＊ 

 

（！ＶＥ） 

回線エコーキャンセル機能を有効にすると、送話入力（ＡＦＩＮ）の音声が、 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）に洩れにくくなる 

０：回線エコーキャンセル機能は無効（デフォルト） 

１：回線エコーキャンセル機能は有効 

ナンバーディスプレイ 
＃５１ｓ＊ 

（！ＶＮ） 

０：ナンバーディスプレイ機能は無効 

１：ナンバーディスプレイ機能は有効（デフォルト） 

ダイヤルスキップ 

＃５３ｑ＊ 

 

（！ＶＤ） 

ダイヤルスキップ機能を有効にすると、電話端末のオフフックで、直ちに通話状態 

に移行する 

０：ダイヤルスキップ機能は無効（デフォルト） 

１：ダイヤルスキップ機能は有効 

※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ディップスイッチを設定モードにしない限り、 

ＤＴＭＦコマンドでの設定はできなくなる 

※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ナンバーディスプレイは、 

「サービス提供不可」を通知する 

ダイヤルパルス検知時間 

＃５４ｓ＊ 

 

（！ＶＰ） 

０：代表的なＮＴＴ交換機の検知時間（デフォルト） 

１０ｐｐｓと２０ｐｐｓ、何れも検知する 

１：代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間 

１０ｐｐｓのみ検知する 

回線極性反転 
＃５６ｑ＊ 

（！ＶＲ） 

０：回線極性反転機能は無効 

１：回線極性反転機能は有効（デフォルト） 

第２ダイヤルトーン 
＃５７ｑ＊ 

（！ＶＳ） 

「１８４」か「１８６」をダイヤルした際、第２ダイヤルトーンの信号発生を行うか否か 

を指定する 

０：第２ダイヤルトーンは無効 

１：第２ダイヤルトーンは有効（デフォルト） 

回線電流 
＃５８ｑ＊ 

（！ＶＣ） 

０：約２０ｍＡ 

１：約６０ｍＡ（デフォルト） 

※１を指定していても、回線電圧が２０Ｖを超えると、２０ｍＡになる 

無負荷回線電圧 
＃５９ｑ＊ 

（！ＶＶ） 

０：約２４Ｖ 

１：約４８Ｖ（デフォルト） 

暗証番号の変更 

＃６ｔｅｅｎｎ・・・ｎ 

 

（！Ｍ） 

「ｔ」は用途で、「ｅｅ」は桁数で、「ｎｎ・・・ｎ」が設定する暗証番号 

用途番号０：簡易設定用、デフォルトは「４４４４」 

用途番号１：詳細設定用、デフォルトは「９９９９」 

※「ｔ」に「０」を指定する場合でも、省略できません。 

例１） 簡易設定用暗証番号を「５６７８」に変更する場合 

      ＃６００４５６７８ 

例２） 詳細設定用暗証番号を削除する場合 

      ＃６１００ 
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項   目 
コマンド 

（対応するＡＴコマンド） 
解   説 

ＣＮ５の№４～№７に 

出力する制御入出力や 

回線情報を選択 

 

 

＃６０ｒｃｃ＊ 

 

（！Ｄ） 

「ｒ」は対象番号（省略不可）、「ｃｃ」が制御入出力や回線情報選択番号 

●対象番号 

０：№４、１：№５、２：№６、３：№７ 

●選択番号 

１７：ＣＮ５の№２状態、１８：制御出力１８、１９：制御出力１９、 

２０：制御出力２０、２１：制御出力２１、２３：通話状態、２４：フック状態、 

２７：回線電流検知状態、２８：呼出信号検知状態(断続出力)、３１：回線極性、 

３２：コールプログレストーン発生状態、３３：ダイヤル認識状態、 

３４：呼出状態、３５：話中状態、３７：トーン信号発生状態、 

３８：１秒周期（０．５秒間ＯＮ）、３９：２秒周期（１秒間ＯＮ） 

※出荷時の設定では、 

ＣＮ５の№４が回線電流検知状態、ＣＮ５の№５が回線極性、 

ＣＮ５の№６が呼出信号出力状態、ＣＮ５の№７がコールプログレストーン発生状態 

制御入出力（ＣＮ２）用途 

＃６１ｉｉ＊ 

 

（！ＶＦ） 

通常動作で使用する制御入出力（ＣＮ２）用途を指定する 

４：マトリックス入力、（デフォルト） 

１６：シリアルインターフェース入出力 

※ディップスイッチによる用途変更か、「＃９９＊」コマンドを行なわないと、実際のＣＮ２の 

用途は変わらない 

受話出力（ＡＦＯＵＴ）ゲイン 
＃６６ｂｂｂ＊ 

（＃ＳＰＫ０） 

範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、デフォルトは２４（０ｄＢ） 

範囲外の値に変更すると、ミュートになる 

※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなる 

送話入力（ＡＦＩＮ）ゲイン 
＃６７ｂｂｂ＊ 

（＃ＳＰＫ１） 

範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）、デフォルトは表１１－８による 

範囲外の値に変更すると、ミュートになる 

※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなる 

制御出力１８～２１の 

ＯＮ／ＯＦＦ状態 

＃８ｒｓ＊ 

 

（！Ｗ） 

「ｒ」は対象番号（省略不可）、「ｓ」がＯＮ／ＯＦＦ 

対象番号は、 

０：制御出力１８、 

１：制御出力１９、 

２：制御出力２０、 

３：制御出力２１ 

ＯＮ／ＯＦＦ状態は、 

０：ＯＦＦ状態、ｖ 

１：ＯＮ状態 

例１）制御出力１８をＯＮ状態にする場合・・・・・＃８０１＊ 

例２）制御出力１８をＯＦＦ状態にする場合・・・・＃８０＊ 

ＤＴＭＦ信号の発生音量 
＃８７ｊｊ＊ 

（＃ＴＬ） 
範囲は０～２３（０ｄＢ～－２３ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、デフォルトは０（０ｄＢ） 

出荷時の設定で復元 
＃９０＊ 

（＆Ｆｓ） 
出荷時の設定で復元を行なう 

現在の設定の登録 

＃９１ｄｄ＊ 

 

（＆Ｗ） 

「ｄｄ」は設定番号（０～１０） 

設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録を行なう 

設定番号に１～１０を指定すると起動設定領域と指定番号領域に登録を行なう 

※現在の設定が指定した設定番号の設定に複写され、全設定番号の設定が登録される 

※設定番号１０で登録した設定は、簡易設定では０をプッシュすると復元できる 

登録済みの設定で復元 

＃９９ｄｄ＊ 

 

（Ｚ） 

「ｄｄ」は設定番号（０～１０） 

設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行なう 

設定番号に１～１０を指定すると、指定番号領域に登録済みの設定で復元を行なう 

簡易設定は、設定番号１～１０で復元を行い、設定番号０で登録（＃９１＊）を行うことを 

意味する 

※簡易設定で０をプッシュした場合、設定番号１０で復元を行なう 

※電源投入時は、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行なう 

※全設定番号の設定が読み出され、指定した設定番号の設定を、現在の設定に複写する 

№7 6 5 4  

CN5 
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起動設定領域（№０） 

＜フラッシュメモリー＞ 

指定番号領域（№１） 

〃  （№２） 

〃  （№３） 

〃  （№４） 

〃  （№５） 

 〃  （№６） 

〃  （№７） 

〃  （№８） 

〃  （№９） 

〃  （№10） 

全てを 
フラッシュメモリーから
復元 

＜作業メモリー＞ 

指定番号領域（№１） 

〃  （№２） 

〃  （№３） 

〃  （№４） 

〃  （№５） 

〃  （№６） 

〃  （№７） 

〃  （№８） 

〃  （№９） 

〃  （№10） 

任
意
の
指
定
番
号
領
域
か
ら
コ
ピ
ー 

設定操作 起動設定領域（№０） 

■１１ 指定番号領域にコピー可能な設定について 

色々な電話端末を使用または評価する場合、電話端末毎に適切な設定を、予め設定番号１～１０に登録しておくと、ある程度 

まとめて設定を変更（表７－３を参照）することができます。 

 

 ○ＡＴコマンドによる変更 

「ＡＴＺ 設定番号」コマンドを入力し、「ＡＴ＆Ｗ」コマンドを入力します。 

例）設定番号３に変更する場合 ・・・・・ ＡＴＺ３＜ＣＲ＞、ＡＴ＆Ｗ＜ＣＲ＞ 

 ○ＤＴＭＦコマンドによる変更 

電話端末を接続し、詳細設定用電話番号（デフォルト：９９９９）でダイヤルを行うと、詳細設定モードになり、 

コマンド待機の“プルプル”音が流れるので、「＃９９ 設定番号」コマンドを入力し、「＃９１」コマンドを入力します。 

※ディップスイッチを設定モード（№４をＯＮ）にした場合は、詳細設定用電話番号をダイヤルする必要はありません。 

例）設定番号３に変更する場合 ・・・・・ ＃９９３＊、＃９１＊ 

 ○簡易設定による変更 

電話端末を接続し、簡易設定用電話番号（デフォルト：４４４４）でダイヤルを行うと、簡易設定モードになり、 

コマンド待機の“ププププ”音が流れるので、変更したい設定「０」～「９」をダイヤルします。 

設定が完了すると完了（ピー）音が流れ、直後に話中（プー、プー）音に変わります。 

設定が失敗（「＊」や「＃」をダイヤル）するとエラー（ブブブ）音が流れ、直後に話中（プー、プー）音に変わります。 

※ダイヤルは、パルス式とプッシュ式どちらもできますが、ＡＴ＆Ｔ交換機にすると、日本のパルス式では失敗する可能性あり。 

※設定番号１～９は「１」～「９」をダイヤルし、設定番号１０は「０」をダイヤルします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コマンドによる全ての設定操作は、起動設定領域に対して行います。 

指定番号領域は、起動設定領域にコピーしたり、起動設定領域からコピーしたりするだけです。 

指定番号領域（№１） 

〃  （№２） 

〃  （№３） 

〃  （№４） 

〃  （№５） 

〃  （№６） 

〃  （№７） 

〃  （№８） 

〃  （№９） 

〃  （№10） 

起動設定領域（№０） 

指定番号領域（№１） 

〃  （№２） 

〃  （№３） 

〃  （№４） 

〃  （№５） 

〃  （№６） 

〃  （№７） 

〃  （№８） 

〃  （№９） 

〃  （№10） 

全てを 
フラッシュメモリーに 
登録 

起動設定領域（№０） 

＜作業メモリー＞ ＜フラッシュメモリー＞ 

設定操作 

任
意
の
指
定
番
号
領
域
に
コ
ピ
ー 

【図１１－２】 現在の設定の登録（ＡＴ＆Ｗまたは＃９１＊） 

ＡＴ＆Ｗ  
または ＃９１＊ 

【図１１－１】 登録済みの設定で復元（ＡＴＺまたは＃９９＊） 

ＡＴＺ 
または ＃９９＊ 
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表１１－１ デフォルトの信号発生時間（「ＡＴ！Ｅ」または「＃４１」コマンドで変更） 

信号発生時間番号 用  途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

００ ダイヤルトーン周期を指定 ０ ０ 

０１ ダイヤルトーン発生時間を指定 ０ ０ 

０２ リングバックトーン周期を指定 ３００ ６００ 

０３ リングバックトーン発生時間を指定 １００ ２００ 

０４ ビジートーン周期を指定 １００ １００ 

０５ ビジートーン発生時間を指定 ５０ ５０ 

０６ リング発生時間を指定 １００ １００ 

０７ リング休止時間を指定 ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン周期を指定 ５０ ５０ 

０９ 内線ダイヤルトーン発生時間を指定 ２５ ３０ 

１０ 第２ダイヤルトーン周期を指定 ２５ ２５ 

１１ 第２ダイヤルトーン発生時間を指定 １３ １３ 

１２ 未使用 ０ ０ 

１３  〃 ０ ０ 

１４ 内線リング発生時間を指定 ３０ ３０ 

１５ 内線リング休止時間を指定 ３０ ３０ 

※「周期－発生時間＝各繰り返し待ち時間」になります。（リングは除く） 

※周期と発生時間を０にすると、持続信号発生になります。（リングは除く） 

※（内線）リング休止時間に０以外を指定すると、リング発生時間はリング休止時間を挟んで、２回のみリング発生を行います。 

 

 

 

表１１－２ デフォルトの信号発生周波数（「ＡＴ！Ｆ」または「＃４２」コマンドで変更） 

周波数番号 用  途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

００ ダイヤルトーン周波数１を指定 ４００ ３５０ 

０１ ダイヤルトーン周波数２を指定 ０ ４４０ 

０２ リングバックトーン周波数１を指定 ４００ ４４０ 

０３ リングバックトーン周波数２を指定 １６ ４８０ 

０４ ビジートーン周波数１を指定 ４００ ４８０ 

０５ ビジートーン周波数２を指定 ０ ６２０ 

０６ リング周波数を指定 １６ ２０ 

０７ 未使用 ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン周波数１を指定 ４００ ４８０ 

０９ 内線ダイヤルトーン周波数２を指定 ０ ６２０ 

１０ 第２ダイヤルトーン周波数１を指定 ４００ ４００ 

１１ 第２ダイヤルトーン周波数２を指定 ０ ０ 

１２ 未使用 ０ ０ 

１３  〃 ０ ０ 

１４ ＦＳＫ送信スペース周波数を指定 ２１００ ２１００ 

１５ ＦＳＫ送信マーク周波数を指定 １３００ １３００ 

  ※リング周波数（周波数番号０６）を高くすると、電圧が下がるとともに、歪が増えますので、２０Ｈｚ以下で指定して下さい。 
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表１１－３ デフォルトの信号発生音量（「ＡＴ！Ｌ」または「＃４３」コマンドで変更） 

信号発生音量番号 用  途 設定番号１～４と１０ 設定番号５～８ 設定番号９ 

００ ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 １９ ２９ １３ 

０１ ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ０ ０ １３ 

０２ リングバックトーン周波数１の音量を指定 ２４ ３６ １９ 

０３ リングバックトーン周波数２の音量を指定 ７ ７ １９ 

０４ ビジートーン周波数１の音量を指定 ２４ ３６ ２４ 

０５ ビジートーン周波数２の音量を指定 ０ ０ ２４ 

０６ リング周波数の音量を指定 ４ ８ ４ 

０７ 未使用 ０ ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 １９ ２９ ２４ 

０９ 内線ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ０ ０ ２４ 

１０ 第２ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 １９ ２９ １３ 

１１ 第２ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ０ ０ １３ 

１２ 未使用 ０ ０ ０ 

１３  〃 ０ ０ ０ 

１４ ＦＳＫ送信スペース周波数の音量を指定 １５ ３２ １５ 

１５ ＦＳＫ送信マーク周波数の音量を指定 １５ ３２ １５ 

  ※リング周波数の音量（周波数番号０６）は、４（７０Ｖｒｍｓ）～１１（３２Ｖｒｍｓ）の範囲で指定して下さい。 

  ※信号発生方法（「ＡＴ！Ｑ」または「＃４８」コマンドで設定）に１を指定すると、周波数２の音量は変調率として扱います。 

   変調率は、表８－１の第八パラメータを指定します。 

 

表１１－４ デフォルトの内線信号発生機能（「ＡＴ！Ｎ」または「＃４６」コマンドで変更） 

設定番号１、２、５～７、９と１０ 設定番号３、４と８ 

０ １０ 

 

表１１－５ デフォルトの制御時間（「ＡＴ！Ｏ」または「＃４７」コマンドで変更） 

制御時間番号 用  途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

００ 発信時フッキング許容時間を指定 ２ ２ 

０１ 着信時フッキング許容時間を指定 ２０ ２０ 

０２ ダイヤル許容時間を指定 ２００ ２００ 

０３ 第２ダイヤル許容時間を指定 ２００ ２００ 

０４ ダイヤル桁間許容時間を指定 ４０ ３０ 

０５ 転極パルス発生時間を指定 ５ ５ 

０６ リング繰り返し待ち時間を指定 ２０ ２０ 

０７ ビジートーン制限時間を指定 ６００ ０ 

０８ 未使用 ０ ０ 

０９  〃 ０ ０ 

１０  〃 ０ ０ 

１１  〃 ０ ０ 

１２  〃 ０ ０ 

１３  〃 ０ ０ 

１４ 内線リング繰り返し待ち時間を指定 ２１ ２１ 

１５ 未使用 ０ ０ 

※ダイヤル後に「＃」をプッシュすると、ダイヤル桁間許容時間（制御時間番号０４）をキャンセルし、リングに移行します。 

※ビジートーン制限時間（制御時間番号０７）が経過すると、Ｈ＆Ｄ（ハイアンドドライ）に移行しますが、０を指定すると移行 

しません。 
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表１１－６ デフォルトの信号発生方法（「ＡＴ！Ｑ」または「＃４８」コマンドで変更） 

信号発生方法番号 用  途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

００ ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ０ ０ 

０１ 未使用 ０ ０ 

０２ リングバックトーン信号発生方法を指定 １ ０ 

０３ 未使用 ０ ０ 

０４ ビジートーン信号発生方法を指定 ０ ０ 

０５ 未使用 ０ ０ 

０６  〃 ０ ０ 

０７  〃 ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ０ ０ 

０９ 未使用 ０ ０ 

１０ 第２ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ０ ０ 

１１ 未使用 ０ ０ 

１２  〃 ０ ０ 

１３  〃 ０ ０ 

１４  〃 ０ ０ 

１５  〃 ０ ０ 

 

 

表１１－７ その他のデフォルト 

設定項目 コマンド 設定値：０ 設定値：１ 

回線電流 「ＡＴ！ＶＣ」または「＃５８」 設定番号５～８ 設定番号１～４、９と１０ 

ダイヤルスキップ機能 「ＡＴ！ＶＤ」または「＃５３」 設定番号１～１０  

回線エコーキャンセル機能 「ＡＴ！ＶＥ」または「＃５０」 設定番号１～１０  

ナンバーディスプレイ機能 「ＡＴ！ＶＮ」または「＃５１」 設定番号１～４と６～９ 設定番号５と１０ 

ダイヤルパルス検知時間 「ＡＴ！ＶＰ」または「＃５４」 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

回線極性反転機能 「ＡＴ！ＶＲ」または「＃５６」 設定番号１～４と６～９ 設定番号５と１０ 

第２ダイヤルトーン 「ＡＴ！ＶＳ」または「＃５７」 設定番号９ 設定番号１～８と１０ 

無負荷回線電圧 「ＡＴ！ＶＶ」または「＃５９」 設定番号４ 設定番号１～３と５～１０ 

 

 

表１１－８ デフォルトの送話入力（ＡＦＩＮ）ゲイン（「ＡＴ＃ＳＰＫ１」または「＃６７」コマンドで変更） 

設定番号１～４、９と１０ 設定番号５～８ 

２４（０ｄＢ） ３１（－７ｄＢ） 
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■１２ 電話番号メモリーの用途について 

 電話番号メモリーは、発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）による非通知電話番号の照合に使用します。 

 個々の電話番号メモリーに非通知理由が関連付けしてあり、 

 「ＡＴＤ」コマンドで指定した電話番号と一致する電話番号メモリーのメモリー番号によって、非通知理由が変わります。 

 電話番号が一致しても、メモリー番号が１０～４９以外の場合は電話番号を通知します。 

・メモリー番号１０～１９はユーザー拒否 

・メモリー番号２０～２９はサービス提供不可 

・メモリー番号３０～３９は公衆電話発信 

・メモリー番号４０～４９はサービス競合 

を通知します。 

 

■１３ マトリクス入力について 

出荷時の設定では、ＣＮ２はマトリックス入力になっています。 

ＣＮ２にオプションのマトリックスキーボード（ＫＢ－９６）を接続すると、キーボード操作で電話端末を呼出すことができます。 

・電話端末からの呼出しに対する応答方法 

電話端末からの呼出中は、「＊」を押すと応答し、通話状態になります。 

 ・電話端末の呼出し方法 

待機中に、電話番号を入力し、「＃」を押すと、電話端末の呼出を開始します。 

※電話端末の応答前は、「＊」を押すと呼出を中止します。 

 ・電話端末との通話の終了方法 

通話中は、３秒以上「＊」を押し続けると通話を終了し、電話端末に話中音（ビジートーン）を送ります。 

※通話中のキーボード操作は、電話端末にＤＴＭＦ信号を送ります。 

 

■１４ 電話端末呼出入力について 

ＣＮ５の№２をＧＮＤレベルにしている間、電話端末を呼出す（呼出信号を発生する）ことができます。 
この間に、電話端末が応答（オフフック）すると、通話状態になります。 

 

■１５ 使用上の注意 

・電源は安定化されたものをご使用下さい。 
   電源の雑音が回線に影響する可能性があります。 

・本ユニットは、２線式電話端末設備用です。 

   ２線式電話端末設備以外に接続されますと、本ユニットや接続した機器が故障する場合がありますので、接続しないで下さい。 

・本ユニットと電話端末設備を離される場合、雑音が大きくなる可能性があります。 

   ＣＰＥＶかＫＰＥＶ（計装ケーブル）での配線を推奨いたします。 
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■１６ オプション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＡＣアダプター ＲＳ－２３２Ｃインターフェースユニット 
（ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＡ） 
１０Ｐストレートケーブル付(20cm) 

マトリクスキーボード（ＫＢ－９６） 
専用 10Pストレートケーブル付き（20cm） 
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■１７ 疑似交換機ＴＫ－７５９８Ｗのご案内 

本ユニットを２台組み合わせ、２回線１対向の通信を行う「疑似交換器」を構成した商品のご案内です。 

双方の信号インターフェース（ＣＮ３）を下図のように互いに接続しています。 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて各種動作設定が可能です。 

設定は回線１、回線２個別に行い、それぞれに「簡易設定」と「詳細設定」のモードがあります。 

設定モードへの移行は、「簡易設定」では「４４４４」を、「詳細設定」では「９９９９」をプッシュします。 

※試験やデモンストレーションでは、これら設定用の番号を電話番号として使用しないようにします。 

★「簡易設定」モードとは、プリセットされた代表的な交換機種別１０種類を必要に応じて設定していくものです。（表８－１） 

 

表 8－１ 簡易設定表 （プリセットされた代表的な交換機種１０種類と設定番号） 

設定 

番号 
交換機種別 

極性 

反転 

ナンバー 

ディスプレイ 

信号 

レベル 

無負荷 

回線電圧 
回線電流 リング 備   考 

０ 代表的なＮＴＴ 有 有 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ 回線２の出荷時設定 

１ 代表的なＮＴＴ 有 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ 回線１の出荷時設定 

２ 代表的なＮＴＴ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

３ 内線（外線「０」発信） 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

４ 内線（外線「０」発信） 無 無 標準 ２４Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

５ 代表的なＮＴＴ 有 有 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

６ 代表的なＮＴＴ 有 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

７ 代表的なＮＴＴ 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

８ 内線（外線「０」発信） 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

９ 代表的なＡＴ＆Ｔ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ ※ 

 

【簡易設定の手順】 

１)設定を変更したい回線（ＴＥＬ１端子またはＴＥＬ２端子）に電話機を接続し、オフフック後「４４４４」をダイヤルする 

２)数秒経過すると、“ププププ”音が流れるので、表８-1より変更したい設定番号「０」～「９」をダイヤルする 

３)設定が完了すると完了音“ピー”音が流れ終了、そのまま放置すると話中音“プー、プー”音に変わるのでオンフック 

設定が失敗（「＊」や「＃」をダイヤル）するとエラー音“ブブブ”音が流れ、後に話中音“プー、プー”音に変わる 

   ※パルス式とプッシュ式どちらでもできますがＡＴ＆Ｔ交換機にすると、日本のパルス式では失敗する可能性があります 

回線１ 

回線２ 

疑似交換機 ＴＫ－７５８９ＷＨ 

疑似交換機 ＴＫ－７５８９Ｗ 

TEL1 

TEL2 
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